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ラス同様施肥量の増投に従って大となっている．乗の大

きさについても同様で，菜身長×糞巾で兼の大きさを表

わして比較してみると両葺種共に増肥忙伴って秦が大き

くなる傾向が認められた．

砂　ラジノクローバーの葉柄長，葉柄の太さ，中央

小葉の大きさ．

いづれの形質についても処理別すなわち施肥量の増投

によって大となる傾向が認められた∴

紺　ラジノクローバーのランナーの諸形質および葉

柄数

各区について20×20蝕のコドラートを1区10ヶ

所づつ設けてランナー本数，長さ，軒数，径，コトラー

ト内のヲジノクローパの葉柄数を調査した結果は，長さ，

節数は増肥区にもしたがって増加してお少，明らかに多

肥の効果と認められる．本数，葉柄数は増肥するにした

がって減少を示したがこれは旺盛な繁茂のため通風が不

良とな少，白絹病が多発の傾向にあったためと認められ

る．径は一定の傾向は認められなかった．

8　考察　年間収量については，両試験地共，肥料の

増投が収量の略々直線的な増加となってあらわれたが，
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神岡試験地については4倍量区にむいて収量の限界が認

められ，花館試験地では8倍量区においてもなお増肥の

効果が表われている・これは土壌の理化学性と密接な関

連を持つものと考えられ，今後土壌的な面から解明する

必要が認められる・夏期高温時に肥料の増投が，牧草の

生理障音を誘発し，且つラジノクローバーに白絹病の発

生が多く認められ，これが年間収量をかな♪抑制した結

果となった・夏期高温時の施肥は，極力控え目とし，春，

秋期に封いて，多収を期待するのが望ましいと思われる．

又白絹病の発生がラジノクローバーの生育を後退せしめ

た大きな要因とな少，これの防除対策を確立することが

今後の重要な課題であろう．次にイクリ7㌧／ライクラス

が年間を通じて．圧倒的に高い比率を示し，オーチヤー

ドクラスを抑圧する傾向を示したが，これはイタリアン

ライクラスの周年利用を期待して，邦系4号を採用した

ことによるものであれ播種量を10アール当85鞄と

したが，更に減量する必要が認められる．ヲジノクロー

バーとイタリアンライグラスの組合せは，両者の生育速

度からみて適当と思われ，この点の検討が更に必要とな

ろう．

Orchardgrassの株形成と肥料要素との関係

佐藤春治・斉藤孝夫・高玉梓一・竹内正治

（宮城県農試）

1．　ま　え　か　き

禾本科牧草は，青刈および放牧利用するにつれ株の形成

をみる．これは分けつ，再生によって生産を行う牧草類で

は当然で，なかでもOreh8・rd gra88においでは，オー

ブンソツド，株あが少現象として経験的に知られている．

これ等の現象については筆者等の調査でも明らかである．

この株形成とその様相は，牧草地の生産力のみならず

利用年限の長短と密接な関連にあってそれぞれ臭った群

落を作男栽培技術で大きく左右されるものと考えられる．

最近，江原，上野，桜井等は株，根と再生機構と栽培

技術に関する研究報告をした．しかし群落のなかでの株

についてはふれていない．筆者等は群落のなかでの株の

うときをとらえ安定した生産力をうる技術をみいだそう

とするもので，1抑年から1≦帳2年にわたカ肥料要素に関連

した調査を行った．その結果を報告する．

2．　試　験　方　法

1　調査項目

試験地内に50鷹の枠をランダムに3ヶ所設定した．

即　生尊重（風乾重）

但l　草丈　10個体をランダムに測定

邸　垂の太さ　　分けつ次位を無視しランダムに㊥

個体測定

幡　茎数　　全株数について測定

⑤　株数　　枠内の全株数を測定

肘　枕の大きさ　　長径，短径の長さを地際から測

定，50（膚の全株数について測定

の　株の表面積　　刈株の表面積をビニールに写し

とカブラニメーターで測定

之　試験地並びに試験区構成

m　試験その1　（岩沼分場圃場）

試験地は，沖積層（河牲堆積土）で19釦年秋にOreh－

ard・gra88を散播した．試験区は，無肥料，加里，無燐酸，

無窒素，三要素，三要素＋堆肥区を設けた，脚巴象は，基肥とし

て（アール当カ）窒素10鞄　燐酸88鞄，加里10匂
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とした．追肥は，基肥の2倍量を刈取ととに施用した・

②　試験その2　（宮城県種畜場内）

試験地は，火山灰堆積土で1劣1年秋KOrehard gra‾

88　を散播した．試験区は，無肥料，三要素追肥　三要

素追肥十ハローインク区を設けた．追肥量は（アール当

少）窒素89匂，燐酸83句，加里86句，石灰10晦

を施用した．ハローインクは，春季にトラクターモー丁

で10欄の高さKXl川，デスクハローで深さ5～10亡■

とし．たてよこ各々一同ハローを行った・

伊　試験‾　その8　　（宮城県種畜場内）

試験地は，火山灰堆積土で1淵）年春にOrChard・gr8－

68　を散播した．試験区は，年間追肥回数1回及び五回

区を設けた．年間追肥量は（アール当少），窒素1．9晦，

燐酸0．9晦，加里1．9とした・

ち．　結果と考察

L　試験　その1

株の形成が分けつおよび再生力とさらにその強さの個

体間の優劣が作用するものとすれば，肥料要素が大きな要

因として考えられ，各要素の影響について検討した・

生 育 収 量 と株 の 大 さ さ　 試 験　 そ の 1 【1％ 2年 に つ い て 】

試 験 区 名 乾 物 重 草　 丈 株　 数
垂　　　　　　　 数

垂 の 太 さ 株 の 大 き さ
株 の 表 面 棟

A B C D E

魚　 肥　 科

・／ ； ¢■ 株 本 本 本 暮■ 暮■ 痴 痴

9．5 14．0 49 ．5 2 ．5 8 ）．5 1H I 1 ．鎚 辺 ．2 － 退 ．0

㌘ 8 ．5
無　 加　 畳 ’和．6 お ．0 為 ．0 9 ．8 74 ．5 2 m 1 ．5 3 00 ．1 ～ 68 ．1

無　 燐　 酸 鎚 ．3 租 ．0 乱 ．0 10 ．7 立 ．0 葦か 2．応 怒 ．0 ～ 盗 ．0 玉虫 0．8

無　 窒　 素 訂 ．2 過 ．0 t凱 5 3 ．7 （汀．0 茄 1．9 5 打．0 ～ 17 ．0 11 2 ．3

三　 要　 素 75 ．0 祖 ．0 公 ．0 18 ．9 75 ．5 礫狩 3．12 劇 ．0 － 咽 ．0 2 ） 2．1

三 要 素 堆 肥 鮒 ．8 劇 ．0 立 ．0 12 ．9 42 ．5 祖 0 2 ．8 5 訂 ．0 － 3 1．0 那　　 1．6

注　A l株の生茎数　　　　　D　株の利用表面積
B　50虜の全枯茎数　　　　E　枯株の表面
C　50膚の全生垂数

その結果，OrChard・gra88の収丑と株数は1銘1エ少

19位年はすべての試験区で減少しその程匿は要素欠区で

薯しかった．株の大きさは，無肥料，窒素区に封いては

分けつ及び再生力が弱く殆んど変化はない．しかし地区

はいづれも株の形成をみる．ことに無加里区は明らかで

さらに枯茎数の増加，枯株の表面積も大さい傾向にあ少

収量は減収した．三要素と三要素十堆肥区を比較すると

堆肥徳用に上って株の形成を抑制しつつ収量を増す・

これは両者の養分供給の差異によるものと考えられる・

株の大きさと垂の太さの分布をみると（図省略）無肥

料，無窒素区は，小さな株と細い垂が大部分でこれ等が

急速に消失して行くことがうかがえる．三要素，三要素

＋堆肥区は正規分布に這いが年数を経るに従って株数を

嘩t．句係　　　　‡ふ山際

紳帥恥　　　　紘一●恥

√1－曽

／

ね卜トトいト5．■　ねトト2、3－▲－ざ　＿

第1図　株の大きさと生育収量

減じながら大雪い株に次第に移動する傾向にある・無加

里の場合は，更に小さな株の消失が著しく枯茎数を伴い

ながら大きな株に移行する．無燐酸の場合は，三要素区

エカ株も小さく垂も細いがその分布は類似している．

株の大ささと生育収量の関係をみると．利用一年目に

おりハては株の大きさを増すにつれて直線的に増収し，草

丈も伸長したく株の大きさは4虎以下であった）・しか

し19位年においては国に示すとかわ株の大きさが4¢■

（平均値で）前後までは，収量を増すが4僧以上の株の

大きさ忙なると次第に減収する．この傾向は株の大きさ

と垂乗数，垂の太さ，草丈などの関係と全く同様であっ

た．

これらの車乗は，株が大きくなるにつれ分けつ封エび

再生力が旺盛で増収し，生産力の向上には株形成を必要

とすることを意味する．

しかしある大きさ以上になると株そのものの分げっお

よび再生力の衰退をまね竜収丑は低下するという現象を

みる．なお調査の結果群落内の株の大きさは4僧（平均

値で）前後が最も収量が大であったが，これは今後さら

に検討する必要がある．

之　試験　その2

草地の生産量の向上は，追肥を無視しては考えられな

い．しかし追肥が株の形成を促進し草地の利用年限を短

締する可能性は考えられる．そこで株形成の抑制手段

（葺地の若返少）としてのハローインクについて検討し

た．
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生育収量と株の大きさ　（試験　その2）

云 亘
生革重 草　 丈 株　 数

垂　　　　　　　 数
垂の太 さ

‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾r■‾一「 株の表面積

A B C さ　さ D E

ノ、ローインタ K〆亀 樗 扶 本 本 本 ■■ 1■ 痴 節

追　　　 肥 241．3 112 25．7 7 ．2 一蛤．7 1一組 2．三石 31．0 ～ 盟．0 飢 0．5

追　　　 肥 2 軋0 119 14．0 旭．8 62．7 192 2 ．伍 《）．0 － 訂．0 王迫 0 ．6

無　 処　 理 178．7 98 望．7 6 ．0 72．0 131 3 ．鴎 43．0 － 31．0 ；お 1 ．9

その結果，追肥の施用は明らかに収量を増したが，株

の形成を促進し株数の減少をまねいた．これ等は株の大

きさの分布をみると草地における個体間の競合が施肥に

よって敦しくな少小さな株の消失によるものと考えられる．

追肥区と追肥＋ノ、・ローインク区の収量差は僅少である．

しかし株形成の様相は著しく異な月㌧ハローインクによ

って株の大きさを抑制しつつ株数を増加させ草地の若返

生育収丑と株の大きさ　（試験　その8）

少が可能であることが認められた．株の大きさの分布

（図省略）も正規分布に近い状態にあった．をかハロー

インクに上るショックで一回刈の収量は著しく低下した

が次第に回復した．

8　試験　その8

年間の追肥科を同一忙し，追肥回数を変えた場合，株

形成と生育収量に及ぼす影響について検討した．

試験区名 乾物重 草　 丈 株　 数
茎　　　　　　　　 数

茎 の太さ 株 の 大 き さ
株の表面棟

A B C D E

一 回追肥

Ⅹ〆亀

－

株 本 本 本 暮■ 〃 努 霹

94，1 斑；．6 11．8 1（給 812 3．51 46．0 ～ 釦．0 25 0 ．5

五 回追肥 100 ．7 － 怨．0 18 ．1 王妃 8亜 8．11 40．1 － 8 ．0 jお －

その結果，追肥回数1回区は，収丑が少ないうえに株

の形成をみた．さらに株数と垂乗数の涙少が認められ，

明らかに枯茎数を増した．これは一回追肥区のXl廠とと

の収量をみると一回刈時に極端に多く，その時生産にあ

ずかった分げっが枯死したものと考えられる．

この状態は，株の生産機能を著しく阻害するものと思わ

れる．

を圭司朱の表面横と株の大ささ，生育収量との関係は，

試験その1，その2，その8においていずれも明らかな

関係は認められなかった．これは生者が，株の表面積と

牧草の土地利用率が平行し収i忙影響を及ぼすと考えた

ほかに，例えば，株の大きさと活力の程ま（分げっ及び

再生力）などの要因も加えなければならないと考える・

4．　む　す　ぴ

Orehard gra日日　の生産量と株形成にかよほナ肥料

要素の影響は明らかに大きく，他の技術の併用によって

安定した生産を，ることは可能であると考入られる・

1　0rehard，gra88の草地に封ける株の大きさの分

布状態と生産量とは関係し，そのばらつきは栽培技術に

上って変えることが可能であると考える．

之　株の大きさは，分げっ封エび再生力に上って左

右されようが窒素が最も大きく影響し，無窒素では株の

形成をみない．一方無加里は株を大きくし枯死華の増加

が著しい．

a　牧草地の追肥は，明らかに収丑を増加するか株の

形成を著しく促進する．しかしハローイyクに上って株

の形成を抑制しつつ生産量を増すことができる．

A　追肥回数によって株の形成を抑制しつつ，生産量

の増加が期待できる．

丘　珠の大きさと生産量および垂の太さ，茎葉数，茸

丈などの形態的要因と密接な関係にあると思われる．

引用文献　：　省略


